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	主題名
	働く幸せ
	内容項目
	C 勤労，公共の精神

	教材名
	働く幸せ　－チョーク工場の本田さん－
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	障がいの有無にかかわらず，働くことの社会的意義や働くことが自分自身の成長にもつながるということを理解することにより，「今の自分にできることは何か」について考えるため。

	ねらい
	働くことの喜びを理解すると共に，人の役に立つ仕事をしようとする。
【理解，判断力】働くことは自分の生活のためだけでなく，社会生活を支えるものであることが分かる。
【心情】人のために働くことが，自分の喜びにつながることを感じ取ることができる。
【実践意欲と態度】自分にできることは何かを考え，社会に奉仕し，公共のために役に立とうとする。

	学習指導過程
	・働くことの目的について考える。
・「働く幸せ」を読み，本田さんの仕事に対する思いを通して，働くことのよさについて話し合う。
　★働くことは自分の生活のためだけでなく，社会生活を支えるものであることが分かったか。
・働くよさについてまとめる。
　★自分にできることは何かを考え，社会に奉仕し，公共のために役に立とうとする意欲をもてたか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「働く幸せ」を読んで，働くことのよさについて話し合わせる。
・家族や地域の方に，普段している仕事で大事にしている思いについてインタビューすることを伝える。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●朝の会
・家族や地域の方に，普段している仕事で大事にしている思いについてインタビューし，その内容を発表させる。
●総合的な学習の時間（キャリア教育）
・朝の会で発表したことなどをもとに，さまざまな仕事について調べ，どんなことを大切にしているのかをまとめ，発表させる。

	備考
	


